
栃木県自治会連合会定期総会が開催

環境美化運動・花いっぱい運動を実施
　６月６日、食生活改善推進員の舘野鶴子さん

（下町１区）が、町内で初めて、全国食生活改善

推進員協議会名誉会員賞を受賞されました。

　名誉会員は、同協議会の会員在籍年数が５年

以上で満90歳となる方を対象とするもので、舘

野さんは平成２０年から在籍され、多年にわた

り、町の健康増進事業に寄与していただいてい

ます。

　5月28日、花いっぱい運動が町内５０団体のご協力により実施され、町内の主要な箇所にサル

ビア、マリーゴールドなどを植えられました。

　また、29日には、町内７１団体のご協力により環境美化運動が実施され、公道などに捨てられ

ている空き缶などのごみを回収しました。

　６月２４日、磯岡の結婚式場マ

リエルコートインターパークで栃

木県自治会連合会定期総会が開

催され、県下の各市町の自治会長

の代表が集まり、今年度の事業計

画等を話し合いました。

　上三川町自治会長連絡協議会

の山口輝幸会長は、「最近は夏祭

りなどのイベント再開の兆しもみ

られ、コロナで弱まった地域のつ

ながりや活力の回復が期待でき

る。安心感を持って地域活動でき

るよう、市町を越えた連合会の横のつながりで、互いの創意工夫や、成功体験、失敗談などを共

有し、互いの地域活動をより良いものにしていきたい。」と地域活動への思いを話しました。　

　　

環境美化運動の様子
写真：本郷台第１自治会の皆さん

花いっぱい運動の様子

　食生活改善推進員の髙松裕美さん(上町)、

増渕和子さん(東館北部)が永年会員賞（栃木県

食生活改善推進員協議会会長賞）を受賞されま

した。

　永年会員は、同協議会の会員在籍年数が5年以

上満80歳以上の方を対象とするもので、お二人

は、料理教室や資料配付などによる食生活改善の

ための啓発活動にご尽力いただいています。

６月２２日、３年ぶりに第４７回栃木県消防救助技術大会が栃木県消防学校で開催され、県内

の消防局・消防本部から約２８０名の消防隊員が出場されました。

石橋地区消防組合からは署内選考を突破した２１名の隊員が、「ロープブリッジ渡過」、「はしご

登はん」、「ロープ応用登はん」、「引揚救助」、「ロープブリッジ救出」、「ほふく救出」の計６種目に

出場し、義澤誉大隊員が「はしご登はん」で

見事優勝するなど、３種目で入賞を果たし

ました。

なお、優勝した義澤隊員は、８月２６日に

東京都で開催される、第５０回全国消防救

助技術大会に栃木県代表として出場され

ます。

食生活改善推進員が名誉会員賞・永年会員賞を受賞

　３年ぶりに栃木県消防救助技術大会が開催
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東館南集会所東館南集会所
〒３２９－０６１１

　上三川町大字上三川１２２３－１

☎ 56 ８５０６

▶問い合わせ先＝生涯学習課　生涯学習係　　　  ９１５９56☎

　紙粘土でブローチを作ります。

▶日時＝８月２１日（日）　　午前１０時～正午　▶場所＝東館南集会所

▶講師＝小川　礼子先生　　　　▶材料費＝２００円

▶定員＝６名（先着順）　　　　▶申込期間＝８月８日（月）～１７日（水）

▶申込方法＝生涯学習課までご連絡ください。

集会所開放事業「紙粘土細工教室」

〇人権教育はなぜ必要なのか

　人権は、国籍、性別、出身を問わず、地球上のすべての人に保障されている権利です。人権は、わたし

たち一人ひとりが自分らしく幸せに生きていくためになくてはならないものです。しかし、人権が社会に

とって重要なものと認められたのは、それほど昔のことではありません。国連が世界人権宣言を採択した

のは１９４８（昭和23）年です。それは全世界で五千万人もの人が犠牲となり、大量殺りくと人権侵害が

横行した第二次世界大戦の反省に立ってのことです。

　人権が守られるためには、人々が自分の人権について知っていなければなりません。社会に広く受け入

れられた人権にはどういうものがあるのかを知ることが、自分だけでなく他者の人権も大切にし、人権侵

害を防ぐ力となります。それは同時に、民族、国籍、性別、宗教、年齢などいろいろな違いを持つ人々

が、その違いを認め合い、支え合うことで、公平公正で安心して生活できる社会を作る原動力ともなりま

す。

　国連に集まった各国の代表は、世界人権宣言に盛り込まれた「自由権」や「平等権」などの具体的な人

権の内容が世界中の人に周知され、守られることを目指しました。こうした動きの中から「人権教育」と

いう言葉が生まれました。教育といっても学校教育に限られたものではありません。一般社会人、専門的

な仕事をする人など幅広い人々に対しても研修が行われます。さらに一般の人々が参加する生涯学習も含

まれます。

〇人権教育がめざすもの

　人権教育では、まず人権を知識として伝えるとともに、それがなぜ大切なのかを理解できるようにする

ことが大切です。また、自他の人権を大切にするとは具体的にどういうことかを体験的に学ぶことも大切

です。そうした学びを通じて、人権を尊重する価値観とそれを実際の行動に移そうとする態度が育つから

です。

　ふだん何気なく過ごしている日常生活を人権という視点から見直してみること、そしてさまざまな人権

に配慮した日常生活を心がけること、そうした私たち一人ひとりの取組みが、人権が文化として定着した

社会を実現する第一歩となります。

８月は栃木県人権教育・啓発推進県民運動強調月間です。

現代の人権　人権教育

▶問い合わせ先＝生涯学習課　生涯学習係　☎　  ９１５９56

　６月１３日、本郷北小学校で人権擁護委員によ

る「人権の花」の贈呈式が行われました。

　「人権の花」運動は、児童が協力して花を育て

ることで、思いやりの心を育て人権への理解を

深めることを目的としています。

　今回は、篠原光枝委員から子どもたちへメッ

セージが届けられ、ベゴニアの花が植えられた１

２台のプランターが贈呈されました。

　人権擁護委員から本郷北小学校へ「人権の花」贈呈　

贈呈式の様子

　6月27日、日産自動車㈱栃木工場の従業員約
９０名が町内小中学校６校に分散し、木の剪定
やグランドの整備、不要な机・椅子の解体など
を行いました。
　この取り組みは、日産自動車㈱栃木工場の地
域貢献活動の一環として「何かお役に立てるこ
とかありませんか？」と町に相談があり、教育総
務課を通して実現したものです。
　活動に参加した従業員の中には、自身が卒業
した学校だったり、また、お子さんがお世話に
なった学校を担当した方もいて、「恩返しをする
ことができて良かった。」と感謝の気持ちを持ち
ながら活動していました。

日産自動車㈱栃木工場による地域貢献活動

　７月４日、上三川ボーイズの皆さんが来
庁し、第５３回日本少年野球選手権大会兼
ジャイアンツカップ及び関東大会栃木県
支部予選の優勝報告を町長にしました。
　上三川ボーイズは、６月１８日県営Ｃ球
場にて県央ボーイズと決勝を行い１０ー２
で勝利し、６年ぶり２度目の全国大会出場
を決めました。
　なお、全国大会は８月２日から大阪府で
開催されます。

上三川ボーイズが優勝報告に来庁

木の剪定の様子

上三川ボーイズの皆さん

しのはら　みつえ
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